
理事長　　

城　良二　城整形外科クリニック院長

常務理事

槇ひさ恵　ニンジン事務局長

理事　　　

梅村　浄　梅村こども診療所・小児科医

小松光一　大地を守る会国際局顧問 

鈴木　茂　生活協同組合全国都市職員

　　　　　　　　　　災害共済会経理部長

野口陽子　 元養護学校教員

林　賢三　花園学園大学非常勤講師

監事　　　

萩原利昌　社会福祉法人育桜福祉会

　　　　　　　　　　　　　　　常務理事

森田光雄　税理士 

顧問　　　

中島雅之輔　元東京都立北療育医療

                        センター副院長

小崎  慶介  心身障害児総合医療療育

　　             センター 整肢療護園長 

　

入会申込書

特定非営利活動法人ニンジンの趣旨に賛同し、

入会を申し込みます。

申込日　（西暦）　　　  　　　　　年　　　　　月　　　　日

会員の種別（□にチェックをお付けください）

　　　　　　□　個人正会員　   年会費　　　　１０，０００円

　　　　　　□　団体正会員　   年会費　　  ３０，０００円

　　　　　　□　個人賛助会員　年会費　　 　　３，０００円

　　　　　　□　団体賛助会員　年会費　　 　３０，０００円

お名前（団体名称） （フリガナ）

　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　＊団体名称の場合は代表者氏名（フリガナ）

　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

連絡先住所　 （□自宅・□団体 /勤務先） 

〒　　　―

電話番号　　　（□自宅・□団体 /勤務先・□携帯）

　　　　　　　        ―　　　―

FAX 番号　　　（□自宅・□勤務先）

　　　　　　　　      ―  　　―

メールアドレス

　　　　　　　　　　　　　＠　

お支払方法

　　　　　　□現   　　金

　　　　　　□郵便振替　　00130-9-778399

　　　　　　　加入者名　　特定非営利活動法人

                                    ニンジン

　　　　　　□銀行振込　みずほ銀行　銀座支店

　　　　　　 ( 普通 )2400471 トクヒ）ニンジン

　役　　　員

　　〒104-0043 東京都中央区湊 2-16-25
　　　ライオンズマンション鉄砲洲第３-202号

　　　  　　Tel/Fax : 03-3553-7056 　 

　    　　 Email : info@ninjin-npo.org

特定非営利活動法人

 ニンジン

NINJIN  
Working Together 

for Asian Community Development

  http://www.ninjin-npo.org

「ニンジン」は、モンゴル語で「人道的な」と

いう意味です。ニンジンは、モンゴルの障害者

との交流 ･支援の輪から広がった ,人間的な社

会の実現をめざす市民団体です。



設立趣旨：

　２１世紀を迎えた現在もなお、日本国

内もそして世界も争いが絶えず、さまざ

まな脅威のもとに生きているのが現実で

す。どこに生まれようと排除されること

なく、一人ひとりの生命が大切に育まれ

る社会、個の実現が可能な社会をめざす

には、それぞれが自分の身の回りの人び

とと問題の解決に努力をしていかなけれ

ばなりません。各地で取り組まれるこう

した努力が国や地域を越えてつながり合

うことによって、人間的な社会の実現が

可能となるとの期待をもって、その促進

役となることを目指します。 

　このために国内はもとより、主にアジ

アを中心とする海外において、課題解決

に取り組む人々と学び合い、手を携えて

いきます。

設　立：2003 年 10 月 4 日

法人化：2005 年 5 月 30 日　

(3) 市民活動支援事業 

・NPO ／ NGO の組織強化への支援 

・協働のためのコーディネート 

・ネットワーキング

(4) 啓発事業 

・公開セミナー、フォーラムの実施

(5) 調査研究

(6) 文化交流事業 

・コンサート、イベント等の開催

(7) その他の事業

目　的 ：市民の自発的な参加と責任に基づいて、現代社会の抱える課題解決に向けて、アジ

        アを中心とする海外および国内で立ち上がり努力する人々と協働し、すべての人の    

        生命が尊ばれる社会の実現をめざします。

　　　事　業：

(1) 海外との協力事業

　モンゴルでは、障害児・者の社会参加を可能

　とするため、障がい児にかかわる療育従事者、

　教員などの研修、使用済み車いすや装具等の

　寄贈などを行っています。

　・障がい児療育支援（障がい児保護者の協会、

　　ゲゲーレンセンター、サインナイズセンター

　　第 10 治療保育幼稚園等との 協働）

　タイでは、山岳少数民族 (ラフ族 )の自立を

　めざして、子どもたちが学校に行くための寮、

　持続型農業への転換、森の再生プロジェクト

　への支援、交流を行っています。

　・北タイ山岳少数民族 (ラフ族 )自立支援

　 　(Rural Development of LAHU との協働）

（2) 海外との交流事業

　様々な取り組みが行われている現場へ足を運

　び人びとに出会い学ぶ旅を企画します。 

・8月、モンゴル交流ツアー

　　　　　(車いすを届ける旅）

　 ・2月、北タイ焼畑の村スタディツアー

　 ・7月、高校生の北タイスタディツアー


